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０：感性とは（広辞苑）

①外界の刺激に応じて感覚・知覚を生じ
る感覚器官の感受性、

②感覚によってよび起こされ、それに支配
される体験内容。従って、感覚に伴う感
情や衝動・欲望をも含む。

③理性・意志によって制御されるべき感覚
的衝動。

④思惟の素材となる感覚的認識。



１：ＳＤ法とは

　　セマンティック・

ディファレンシャル法の

　基礎と使用例



Ｓｅｍａｎｔｉｃ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　（ＳＤ）法：１
　

（林文俊,有斐閣：心理学辞典,１９９９）
　　　オズグッド（Osgood, C. E.1952）は，　行

動を　刺激（S）に対する　反応（R）として捉え

る古典的な　行動主義の考え方を発展させ，

人間行動を S→[r→s]→R の図式

から捉える媒介過程モデルを提唱した。ここ
で，S は人によって知覚される刺激，R は外
部から観察可能な反応を表す。[r→s] は，内
的な媒介過程に相当する部分である。(続く）



Ｓｅｍａｎｔｉｃ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　（ＳＤ）法：２
　

（林文俊,有斐閣：心理学辞典,１９９９）
　　すなわち，r は S によって人の内部に喚起さ

れる反応であり，これが刺激 s として働いて
反応 R を生じさせると仮定される。オズグッド
によれば，rは S に対して個人が抱く情緒的
意味（affective meaning）に対応しており，こ
の情緒的意味を分析的に把握することによっ
て，S に対する個人の反応の予測が可能とな
る。こうした着想のもとに，情緒的意味を客観
的に分析する方法として考案されたのが，セ
マンティック・ディファレンシャル法である。



媒介過程

S→[r→s]→R



SD用紙の例（大山,１９９４）



ＳＤ法で得られるデータの構造

データ数　m x n x k

尺　度　（n）

被験者 (k)

刺　激　（m）



赤と青の対する評価の国際比較
（大山,１９９４）



女子･高校生の職業イメージ
（菅宮,2005；大山,2005）

女子・高校生

　非常に 　かなり 　やや どちらでも 　　やや 　かなり 　非常に

良い 悪い

好きな 嫌いな

美しい 汚い

騒がしい 静かな

動的な 静的な
   会社員

派手な 地味な
フリーター 　　　医師

軽い 重い

明るい 暗い
教員

陽気な 陰気な

緊張した ゆるんだ

鋭い 鈍い



女子大生の職業イメージ（菅宮,2005 ）
女子大学生

　非常に 　かなり 　やや どちらでも 　　やや 　かなり 　非常に

良い 悪い

好きな 嫌いな

美しい 汚い

騒がしい 静かな

動的な 静的な
教員 会社員

派手な 地味な
フリーター 　　　医師

軽い 重い

明るい 暗い

陽気な 陰気な

緊張した ゆるんだ

鋭い 鈍い



２：感覚と感性

ＳＤ法による

色・形・音・運動の

象徴性の分析



言葉･色の連合
（大山･田中･芳賀,1963)



言葉・色連合（伊藤,1995）



言葉と色のセマンティック･プロフィール

（大山,１９９４）

r = 0.76                                r = 0.81



音と色の連合（大山,１９９４）



音楽と色の連合（大山,１９９４）



ＳＤ尺度因子分析１
（大山･滝本･岩沢,１９９３）



ＳＤ尺度因子分析２
（大山･滝本･岩沢,１９９３）



選択された１１尺度
（大山･滝本･岩沢,１９９３）

• 価値因子（Ｅ）：「良いー悪い」「好きなー嫌い
な」「美しいー汚い」

• 活動性因子（Ａ）：「騒がしいー静かな」「動的
なー静的な」「派手なー地味な」

• 軽明性因子（Ｌ）：「軽いー重い」「明るいー暗
い」「陽気なー陰気な」

• 鋭さ因子（Ｓ）：「緊張したーゆるんだ」「鋭いー
鈍い」



因子空間

　活動性因子

高

中

軽明性因子

低 高
　中

低

　　　　　低 　　　　中 　　　高

　　価値因子



3因子による色･言葉・音楽･音分類
（大山･滝本･岩沢,１９９３）

　活動性因子

高

中

軽明性因子

低 高
　中

低

　　　　　低 　　　　中 　　　高

　　価値因子



媒介過程

S→[r→s]→R



表情図（Yamada,１９９３）



表情図（カッコ内）と表情語（黒点）の
2次元因子空間

（Ｏｙａｍａ，Ｙａｍａｄａ,＆　Ｉｗａｓａｗａ，１９９８）



コンピュータ作成の形
（大山･宮埜･山田，2002 ）

a             b          c            d 

e            f            g            h

i            j             k            l 

m            n         o             p



語－形連合の国際比較
（大山,奥山,纓坂,鎌田,2002）

刺 激 語  日 ･台 ･韓  

（東 洋 ） 

米 ･伊 ･独  

（西 洋 ） 

幸  福  a､ i､ m m  a､  n 

不  安  g､ h､ p  g､ h､ p 

永  遠  ｍ､ j=n n､ j､ a 

怒  り p､ n、o p､ o､ h 

驚  き n､ f､ o n､ f､ e 

破  壊  p､ o､ h  p､ h､ o 

恐  れ g､ h､ o g､ h､ o 

 

a             b          c            d 

e            f            g            h

i            j             k            l 

m            n         o             p



評価対象の単語（大山・櫻井･鎌田，２００５）

日本語 中国語 英語 セルビア語 

幸福 幸福 Happiness SREĆA 

不安 焦慮 Anxiety STEREPNJA 

永遠 永恆 Eternity VEČNOST 

怒り 憤怒 Anger BES 

創作 創造 Creation STVARALAŠTVO 

孤独 孤獨 Lonliness USAMLJESNOST 

驚き 驚訝 Surprise IZENENAĐENJE 

破壊 破壞 Destruction RAZARANJE 

恐れ 恐懼 Fear STRAH 

時間 時間 Time VREME 
 



SD用紙（日本語版）
学生番号： 学科名： 男　　女 年齢：　 氏名：

幸福

　非常に 　かなり 　やや どちらでも 　　やや 　かなり 　非常に
　　ない

緊張した ゆるんだ

動的な 静的な

派手な 地味な

良い 悪い

陽気な 陰気な

好きな 嫌いな

明るい 暗い

騒がしい 静かな

美しい 汚い

鋭い 鈍い

重い 軽い



SD用紙（中国語版）
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SD用紙（英語版）
HAPPINESS

Extremely Quite Slightly Neither Slightly Quite Extremely
Nor

Tense Loose

Dynamic Static

Joyful Sober

Good Bad

Cheerful Gloomy

Favorite Unfavorite

Bright Dark

Noisy Quiet

Beautiful Ugly

Sharp Blunt

Heavy Light



刺激図
（大山・櫻井･鎌田，２００５） 

Fig.1  STIMULUS  FORMS 
 

 
    A(1)      B(2)      C(3)      D(4) 

 
    M(5)     N(6)      O(7)      P(8) 



形のイメージの国際比較（A)
（大山・櫻井･鎌田，２００５）

形 １（a）

　非常に 　かなり 　やや どちらでも 　　やや 　かなり 　非常に
　　ない

良い 悪い

好きな 嫌いな

美しい 汚い

騒がしい 静かな

動的な 静的な

派手な S 　　U 　　T 　J 地味な

軽い 重い

明るい 暗い

陽気な 陰気な

緊張した ゆるんだ

鋭い 鈍い



形のイメージの国際比較（M)
形 ５(m)

　非常に 　かなり 　やや どちらでも 　　やや 　かなり 　非常に
　　ない

良い 　S    T U　　　J 悪い

好きな 嫌いな

美しい 汚い

騒がしい 静かな

動的な 静的な

派手な 地味な

軽い 重い

明るい 暗い

陽気な 陰気な

緊張した ゆるんだ

鋭い 鈍い



幸福感の国際比較
（大山・櫻井･鎌田，２００５）

幸福

　非常に 　かなり 　やや どちらでも 　　やや 　かなり 　非常に
　　ない

良い 悪い

好きな 嫌いな

美しい 汚い

騒がしい 静かな

動的な S U 　　T 　　J 静的な

派手な 地味な

軽い 重い

明るい 暗い

陽気な 陰気な

緊張した ゆるんだ

鋭い 鈍い



点運動刺激
（吉田・大山・野口・野村,２００１）



点運動刺激因子分析
（吉田・大山・野口・野村,２００１）



活動性得点に及ぼす波形の効果
（吉田・大山・野口・野村,２００１）



活動性に及ぼす振幅変動の効果
（吉田・大山・野口・野村,２００１）



３：感覚の複合による
感情効果

　

感覚成分の感情効果

の合成として

どこまで予測できるか



映像と音楽の合成
（Ｏｙａｍａ，Ｙａｍａｄａ,＆　Ｉｗａｓａｗａ，１９９８ ）

• E(MP) = 0.57E(M) + 0.33E(P) – 0.25
(R2 = 0.78)

• A(MP) = 0.55A(M) + 0.52A(P) – 0.13 
(R2 = 0.98)

• L(MP) = 0.70L(M) + 0.41 L(P) – 0.09 
(R2 = 0.99)

• S(MP) = 1.02S(M) + 0.42 S(P) – 0.20
(R2 = 0.89)



色と形の合成（大山,2000）



色と形の感情効果の合成式
（Ｏｙａｍａ，Ｙａｍａｄａ,＆　Ｉｗａｓａｗａ，１９９８）

• E(CF) = 0.24E(C) + 0.28 E(F) - 0.09   
(R2 = 0.34)

• A(CF) = 0.54A(C) + 0.61A(F) - 0.00    
(R2 = 0.68)

• L(CF) = 1.18L(C) + 0.31L(F) - 0.33   
(R2 = 0.62)

• S(CF) = 0.48S(C) + 0.72S(F) - 0.07   
(R2 = 0.81)



色･形感情効果への回帰モデル
CF = AxC + BxF + K

    C     F

重み A B
（回帰係数）



2色配色の構成単色への回帰モデル
（大山,2001）

単色 X1 X2

重み A B
（回帰係数）

回帰モデル Ｙ ＝ Ａ Ｘ１ ＋ Ｂ Ｘ２ ＋ Ｃ

平均モデル Ｙ　 ＝ （Ｘ1 ＋ Ｘ２）／２

高位・低位モデル Ｙ ＝ Ａ ＸH ＋ Ｂ ＸL ＋ Ｃ
　



計算方法

高位・低位モデル Y ＝ AXH ＋ BXL ＋ C  

計算例： ｖY と ｖB の配色 

「ゴージャス」尺度 

単色値： XH  = 2. 03 (vY), XL = － 0．31 (vB) 

 係数： A = 0．54,  B = 0．39,  C = 0．19 

予測値：Y = 0.54ｘ2.03 + 0.39 x (－0.31) + 0.19 = 1.17 

差 = 実測値 － 予測値 = 1.19 － 1.17 = 0．02 



高位・低位の単色に対する回帰 
 
Y（2 色配色の実測値）＝ AXH（高位の単色）＋ BXL（低位の単色）＋ C 

 
表  回帰係数(A,B)、決定係数(R2) 

 
大山（2001） 

一般学生 
因子得点 Ａ Ｂ Ｃ Ｒ２ 

E  0.47 0.69 -0.92 0.55 
A 0.66 0.36 0.08 0.96 
S  0.27 0.96 -0.15 0.60 

意匠学生 
因子得点 Ａ Ｂ Ｃ Ｒ２ 

E  0.63 0.80 -1.04 0.58 
A 0.76 0.45 0.09 0.94 
S  0.39 0.57 -0.05 0.65 

 



伊藤（2002）同一色相間配色 
 

尺 度 Ａ Ｂ Ｃ Ｒ２ 
若々しい 0.39 0.64 -0.02 0.90 
スポーティ 0.42 0.58 -0.09 0.82 
緊張した 0.52 0.46 -0.07 0.65 
都会的な 0.29 0.66 0.03 0.84 
上 品 な 0.53 0.70 -0.14 0.81 
ゴージャス 0.48 0.35 -0.16 0.64 
明 る い 0.40 0.58 -0.05 0.92 
派 手 な 0.38 0.51 -0.17 0.82 
好 き な 0.22 0.93 0.05 0.86 

 
伊藤・大山（2003）異色相間配色 

 
尺 度 Ａ Ｂ Ｃ Ｒ２ 
スポーティ 0.55 0.54 0.24 0.73 
緊張した 0.61 0.30 -0.03 0.87 
ゴージャス 0.54 0.39 0.19 0.70 
派 手 な 0.51 0.50 0.20 0.89 
好 き な 0.20 0.76 -0.36 0.63 

 



２色・３色・４色配色
（Kimura,Noguchi,Oyama,2004)

a b c d K R 2 F p

EVA 0.45 0.55 -0.23 0.66 9.73 <.01
2-Cs ACT 0.52 0.68 0.68 0.74 13.95 <.01

SHA 0.81 0.12 0.05 0.60 7.77 <.05

EVA -0.23 0.16 1.04 0.25 0.76 10.35 <.01
3-Cs ACT 0.65 0.95 0.42 0.68 0.71 8.17 <.01

SHA 0.98 -0.29 1.01 0.24 0.81 14.33 <.01

EVA -0.87 0.59 -0.07 1.12 0.48 0.58 4.20 n.s.
4-Cs ACT 1.65 -0.35 -0.11 0.40 0.26 0.25 1.76 n.s.

SHA 0.46 0.34 -1.25 1.48 0.37 0.41 2.58 n.s.



2色配色調和における明度差･彩度差
（色相差小：15以下）（伊藤･大山,2003)

図1-6 異色相配色⊿ｈ小の⊿Ｖ-⊿Ｃ面「調和」
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2色配色調和における明度差･彩度差
（色相差中：１５～３５） （伊藤･大山,2003)

図2-6異色相配色⊿ｈ中の⊿Ｖ-⊿Ｃ面「調和」
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2色配色調和における明度差･彩度差
（色相差大：３5～５０） （伊藤･大山,2003)

図3-6　異色相配色⊿ｈ大の⊿Ｖ-⊿Ｃ面「調和」
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｢緊張した」評価の場合(色相差大）
（伊藤･大山,2003)

図3-3　異色相配色⊿ｈ大の⊿Ｖ-⊿Ｃ面「緊張した」
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配色における明度差･彩度差の方向性

　　　⊿V

⊿C



まとめ

• １：　ＳＤ法は感性（感情効果）の測定に有効である。
　
• ２：　ＳＤ法は色・形・音・運動などの象徴性を媒介し

ている感情効果の分析に有効である。

• ３：　感覚の複合の感情効果は、ＳＤ法によって測定
された感覚成分の感情効果の加重加算としてかな
りの程度予測できるが、価値的美的効果には、それ
に加えて成分間の交互作用が重要である。
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